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C H I Y O D A  C I T Y  M A N A G E M E N T  F O U N D A T I O N

（1）総合相談窓口
　マンションに関するさまざまな相談を受け付けています。また、マンション管
理士が常駐し、専門的な見地からアドバイスをしています。
●時間：�平日9時～17時（マンション管理士は10時～16時）※12～13時を除く
●受付方法：窓口、電話、メール、オンライン（Zoom）

（2）安全・安心整備支援
　マンション内の安全・安心や防災に関する助成を行います。
①共用部のバリアフリー化やエレベーターリニューアル等
②災害用資器材の購入費助成
③AED設置
④エレベーター非常用キャビネット配付
■詳 　 細　右記二次元コードをご確認ください。

（3）分譲マンション共用部修繕工事債務保証料助成
　（独）住宅金融支援機構の共用部分リフォーム融資を受け、（公財）マンション管
理センターに債務保証を委託した場合、その保証料を助成します。
●助成額：保証料または100万円（どちらか低い額）

（4）まちづくりアドバイザー・防災アドバイザー派遣
　マンションの再生・維持管理や防災について、アドバイザーを派遣します。1団
体年間6回まで派遣可能です。
●派遣時期：通年（要事前相談）

■問 合 せ　�住宅まちづくりグループ�
☎3233-3223　 kyojyu@mm-chiyoda.or.jp
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住宅まちづくり事業紹介  助成制度・支援制度のご案内住宅まちづくり事業紹介  助成制度・支援制度のご案内
事業紹介

■日　　時　�7月30日（土）10時～16時
■場　　所　�ちよだプラットフォームスクウェア5階
■配信URL　�右記二次元コードをご確認ください。
■問 合 せ　��協働まちづくり・総務グループ　�

☎3233-7556

　紹介した一般部門のグループにつ
いては、公開審査会で助成の審査を
行ないます。
　審査会の様子はYouTubeで配信
します。

　まちサポは千代田区内で自主的なまちづくり活動を行っているグループに対して、その活動経費の一部を助成する事業です。今年度は、はじめたばかりのまちづ
くり活動に対して助成を行う「はじめて部門」と継続して自立を目指すまちづくり活動に対して助成を行う「一般部門」に下記グループから応募がありました。

　住宅まちづくりグループでは、区内分譲マンションを対象に各種助成・支援制度をご用意しています。その一部を紹介します。

はじめて 部門 一 般 部門

第22回千代田まちづくりサポート
公開審査会開催案内

第２２回千代田まちづくりサポート（まちサポ）応募グループ紹介第２２回千代田まちづくりサポート（まちサポ）応募グループ紹介

　スターウォーズの世界を現実に！をテーマに、スターウォー
ズのコスプレをしてさまざまな事業や美化活動、子ども支
援活動、災害時のボランティア活動を行います。

01 STAR FORCE

　「すれ違い際に“こんにちは”と挨拶ができるまちへ」をコ
ンセプトに、千代田区内の飲食店や企業の“人”にフォーカ
スしたフリーペーパーを発行します。

02 あるまっぷCHIYODA

　神田はかつて紺屋町があり、藍と縁が深いまちです。子ど
もから高齢者まで藍を育て、イベント等で顔を合わせるこ
とで。藍が人と人、人と街、人と歴史文化を結びます。

03 神田藍の会

　下校時間が早い水曜日に、小学生向けの格闘技＆スポーツ塾を開講します。
千代田区スポーツセンターにてプロレス、カポエイラ、空手、ドッヂビー、ダ
ンスのプロが講師をします。

04 千代田プロレス&スポーツカルチャー推進委員会

　昨年に引き続き、馬と子どもたちとのふれあい体験イベントを秋に番町の
森で開催します。今年は、馬たちが食べるニンジンを番町の畑で栽培します。
ぜひ、ご参加ください。

05 番町っこ倶楽部

　まちづくり・地域政策研究会では、地域協働や地域コミュ
ニティの在り方などについて調査・研究を行っています。今
後も、学びの輪を広げていきたいと思います。

01 まちづくり・地域政策研究会

　区の歴史ある建造物で、美やアート、食を通して五感に向
き合う機会を創出し、忙しい日常から少し離れ、豊かな時間
を多様な人々と共有するイベントを開催します。

02 No Borders ちよだ

　「地域でゆるやかに繋がり孤独のない社会の実現」に共感
して発足しました。多世代のメンバーで楽しく交流し、区民
が得意なことを地域のために生かせる仕組みを企画します。

03 not ぼっち

　「アコースティックミュージシャン」×「千代田の歴史ある建築・スペー
ス」という組み合わせで音楽イベントを企画・制作し、千代田の魅力を発信
します。

04 COFFEE＆ACOUSTIC CHIYODA

　私たち“tea�plant�club”は、世界有数の都市である千代田区で、都市農業
の一つのモデルとして、最も身近な飲料であるお茶を栽培し、紅茶を生産す
ることを提案します。

05 tea plant club

まちづくりは
縁人（エンジン）だ
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「第13回千代田ビジネス大賞」表彰企業紹介

～「働き方」と「環境」が確実に変わる
「グリーン電子化ソリューション」～

　今回、このようなすばらしい賞をいただきましたことを心より感謝いた
します。ボンズ企画の提供するサービス「グリーン電子化ソリューション
＝DX＋SDGs」この意味する内容
は、環境（資源再生化100％）と、働
き方のあらゆる可能性の追求とし
て、人の業務負担を減らす持続可
能な社会への取り組みです。今回
の受賞を機に、このサービスを皆
さまとともに、より積極的に広め
て参りたいと思います。

都心の千代田区で“地方の逸品”に出会える場所

「ちよだグルメショップ＋A」
8月マンスリーフェア〈8/1（月）～8/31（水）〉

島根県西ノ島町

●あんずジャムと特産小麦粉を使ったスコーン作り
　（長野県長野市松代町）

　隠岐の豊かな海産物を使った加工品「サザエの漁師煮」
「漁師のおかずのり」など知られざる逸品を紹介します。
お楽しみに！

あんずジャム

西ノ島町さざえの漁師煮 　令和元年東日本台風は、各地で河川の氾濫
などを引き起こしました。タワーマンション
では、大量の雨水が排水管や下水道に流れ込
む、「内水氾濫」が原因で、地下が浸水しました。
機能不全に陥ったマンションでは、エレベー
ターやトイレが使えないなど、大きな影響が
出ました。
　被害を軽減するため、ハザードマップを確認し、自分の住んでいるマンション
がどのような災害リスクを抱えているのか、知っておくことが大切です。
【マンション防災計画】
　災害に備えて、マンション全体で何をするべきか、役割分担はどうするかなど
について定めた「マンション防災計画」を策定しましょう。
【水害対策資器材】
　マンション共用部の水害対策に必要なものとして、止水板、排水ポンプなどが
挙げられます。各マンションの実情に合わせて必要なものを検討しましょう。
【おわりに】
　災害対策で重要なことは、すべての居住者が「自分のこと」として、災害への備
えを意識することです。そのために、定期的な防災訓練や勉強会が有効です。一度、
マンション内で実施を検討してみてはいかがでしょうか。

マンションにおける水害対策
よもやま
話

マンションマンション

●有限会社ボンズ企画�　
　☎�5215-2170　URL�https://www.scan.ne.jp

イベント コラム

■日　　時　8月7日（日）14:00～15:30
■場　　所　�ちよだプラットフォームスクウェア1階ロビー�

（千代田区神田錦町3-21）
■定　　員　�20名
■対 象 者　区内在住者
■参 加 費　1,500円／人（大人、子供とも）
■講　　師　�弓削ゆき先生�

（おうちパンマスター、おうちパン教室Y&Y主宰）
■参加申込　��右記二次元コード、または☎090-1106-0182（大塚）
■問 合 せ　�大塚　 otsuka@npo-noshokorenkei.jp

連載

1.�経営のリスクは災害、感染症だけでない
　中小企業の考える事業継続が困難になると想定しているリスクは、感染症対策、
自然災害だけでなく、多様なリスクがあります。企業経営におけるリスクは、個々
の事業者の企業経営や、経営資源、サプライチェーン全体に大きな影響を及ぼす
恐れがあります。これらのリスクを想定して、素早い復旧を実現する有効な手段
がBCP（事業継続計画）です。

2.�BCPは中核事業の確保を優先したい
　BCPは、発災前後に当たる「減災対策」「応急対策」がどれだけ策定されているか
が重要です。事前にそれらの対策の準備をするかどうかにより、早く正常な企業
活動へつながるかどうかが決まります。

がんばる中小企業 応援リレーコラム

BCP（事業継続計画）を活用してみよう！
中小企業診断士・ITコーディネーター　 中
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「事業継続力強化計画」の活用
　しかし、実際のBCPの策定は、想像以上に準備することが多く、「手間がかか
る」ものです。この負担の大きいBCP策定をスタートするきっかけになるのが、
「事業継続力強化計画」です。最大のメリットは、認定を受けた場合、金融支援、
認定事業者に対する補助金の加点などの優先採択などの支援策が受けられるこ
とです。

4.�「事業継続計画」をきっかけに他の経営課題の解決事例もある
　BCPは、中小企業にとって、大企業のように作成に人手を掛けられないため、か
なり負担の重いものであることは事実です。しかし、リスクへの備えだけでなく、
業務を整理するきっかけとなり、「業務の改善・効率化につながった」など他の経
営課題の解決につながる場合もあります。「事業継続力強化計画」をスタートとし
て、BCP（事業継続計画）策定を実施してみてはいかがでしょうか。

全文は
こちら！


